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⑤の部分については現段階ではス 図3(弄):透過スペクトルの時間変化o図中の傍線は平衡位置でのピー ク波長O先に進んでいるピー ク②と遅れて進むピー ク①に
ベクトルとの対応はよくわかってい 分かれている｡
ない｡)また､温度の変化率を下げていくと､見られるパター ンのサイズはごくわずかだけ大きくなる
(変化率0.01℃/10Sのときパター ンのサイズ 13-15〟m)ことも明らかになった｡
上記の実験事実から､急激な温度変化に迅速に応答するために､液晶内部の構造はあるサイズ
を持っ領域に分かれ､緩やかな変化の際に見られる変化とは違った道筋で温度に対応した配列
-と変化していると考えられる｡両変化の途中にはパター ン形成のしきい値のようなものがあると推
測される｡このように､外場の変化の度合いで変化の道筋が変わったり､パター ンが観測されたりす
るのは非平衡特有の現象であり､今後の解析の面からも非常に興味深いと考えているo
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